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研究成果の概要（和文）：マルセイユのコモロ系移民のコミュニティでは、90 年代から、同じ

村出身者による同郷組合の組織が急激に増加した。同郷組合の活動の中心は、故郷村への援助

活動であり、「援助文化」として新たに創造された、資金を集めるためのイベントを頻繁に開催

している。本研究では、同郷組合活動の実態の分析を通じ、移民と故郷は村の伝統的社会構造

を再編成するトランスナショナルなコミュニティを形成する一方で、援助をめぐる威信競争に

よる新たな社会関係が生じることで位階的な社会構造に変化が起こりつつあることを明らかに

した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Among the Comorian immigrant community in Marseille, the migrant hometown 
associations have increased rapidly from the 90’s. The primary activity of the 
association is the aid to a hometown. They frequently organize a fund-rising event that 
was created as a new“Aid Culture”. In the present study, through the analysis of the 
realities of migrant hometown association, I showed that on the one hand Comorian 
immigrant and their hometown form a transnational community that reform a 
traditional social structure. On the other hand, I also pointed out that a change is 
taking place in the hierarchical social structure through the new competition for honor 
in the aid activity to hometown. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究者は、2006 年以降、フランスのマル
セイユ市におけるコモロ人移民コミュニテ
ィの調査を開始した。90 年代以降のフランス
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における移民によるアソシアシオン活動の
活発化、およびグローバル化による移民と故
郷との紐帯の緊密化や、海外移民による故郷
の開発援助に対する国際機関による後押し
の動きなどの影響を受け、2000 年代には、
コモロ人移民による同郷組合の組織化と、故
郷への援助活動が活発に行われるようにな
った。コモロ人移民についての研究は少なく、
特に、コモロ人移民による同郷組合活動の実
態についての研究はほとんどなかった。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、南フランス・マルセイユ市に住
むコモロ系移民と、その故郷である東アフリ
カ・コモロ諸島の村社会との多層的紐帯の生
成に関する人類学的研究である。マルセイユ
における移民コミュニティとコモロ本土で
の現地調査に基づき、両地域を結ぶ移民ネッ
トワークにおける同郷組合の援助活動から
個人による故郷への投資に至る多様な紐帯
の生成を具体的に検討し、グローバリゼーシ
ョンの変動による人の移動が切り拓くコモ
ロの新たな社会空間の登場と、その中での個
と共同体の再編成の動態について明らかに
することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 マルセイユのコモロ人コミュニティ、およ
びグランドコモロ島の村落においてフィー
ルドワークを行い、人々からの聞き取り調査、
同郷組合活動の参与観察、新聞や雑誌、イン
ターネットなどの情報収集、行政資料の収集
などを行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）各年度の研究成果 
 各年度の調査実施と研究内容は下記のと
おりである。 
 
＜H21 年度＞ 
フランス・マルセイユ市において、平成 21

年 2 月 5 日から 3 月 5 日までの約 1 ヵ月間、
コモロ系移民の社会的紐帯に関する調査を
実施した。調査では、マルセイユ市の中央地
区にある公営低所得者用住宅（HLM)に多く住
む主にグランドコモロ島出身者を対象とし、
同じ島や村、地区などを単位としたコモロ系
移民による同郷組合(Association)の組織と
その活動についての聞き取り調査を行った。 
その結果、マルセイユのコモロ系移民全体

の組織とした活動してきた FECOM が 2001 年
に解体するなど、90 年代後半までのコモロ系
移民の増大や、第二、第三世代の登場による
移民の生活様式の多様化により、マルセイユ
のコモロ系移民のネットワークは、より小規
模な地域や村を単位とした無数の同郷組合

へと分化する傾向が見られることが分かっ
た。また、そうした小さな同郷組合は、故郷
村への援助資金調達のため毎週のように
様々な行事を開催するなど活発な活動を行
うことで、第二、第三世代の若者もそのネッ
トワークにとり込み、移民集団内部での連帯
を築くとともに、移民と故郷との強い紐帯を
維持し、再生産していることが明らかになっ
た。     
 
＜H22 年度＞ 
本年度の研究では、現地調査による資料収

集と、その調査データに基づく同郷組合の活
動実態の解明を進めた。平成 23 年 3 月 3 日
から 3 月 25 日までの約 3 週間、フランス・
マルセイユ市におけるコモロ系移民コミュ
ニティの調査を実施した。調査では、90年代
以降に急激に増加した、故郷村や地域を単位
とした同郷組合(Association)の組織化と変
化について、複数の同郷組合のメンバーから
聞き取りを行った。 
また、グランドコモロ島・マジェウェニ村

の同郷組合組織（Alwatan Noir）について集
中調査を行い、故郷村との政治的、経済的結
びつきの実態と、故郷村への援助を目的とし
て毎週のように開催される三種類の行事マ
ジリシ（Madjilissi）、ワダハ（Wadaha）ト
ァラブ（Toirabu）における参加者の属性、
事務的手続き、参加を通じた関係の広がりな
どについて聞き取りを行った。調査により、
故郷村の長老会議を中心とした伝統的ヒエ
ラルキーをもつ政治構造を保ちながらも、援
助への貢献度における同郷移民間の「名誉」
をめぐる新たな競争的関係が発生しており、
それにより、マルセイユのコモロ系移民社会
には、独自な社会関係が生成していることが
明らかになった。 
 
＜H23 年度＞ 
本年度は、これまでの調査データを補完す

る為、平成 23 年 12 月 21 日から平成 24 年 1
月 20 日までの期間、フランス南部・マルセ
イユ市におけるコモロ系移民の同郷組合活
動についての現地調査を実施した。 
調査では、ムワリ島からの移民コミュニテ

ィ、およびンガジジャ島の S 村からの移民コ
ミュニティにおいて集中的に聞き取りを行
い、特に、同郷組合活動における参加者の社
会関係と、同郷組合における募金活動の実態
と、その資金の流れや援助の具体化のプロセ
スについて明らかにした。 
 調査資料の検討から、グローバル化にとも
なう移民と故郷とを結びつける環境の変化
にともない、両者の関係はより緊密なものに
なっており、特に、1990年以降に急激に増殖
し、顕在化した同郷村のアソシアシオンの活
動を通じ、コモロ系移民と故郷とのトランス



ナショナルな紐帯が維持されているだけで
なく、故郷村への援助を目的とした集合的な
「援助文化」の形成と、「援助」という贈与
交換を通じた新たな共同体の形成がみられ
ることが明らかになった。 
 
（２）全体の総括 
 グローバル化が進行し、移民と故郷とのコ
ンタクトや移動がより容易で頻繁になるに
従い、両者の関係はより緊密なものとなりつ
つあり、それに伴い、新たなトランスナショ
ナルなコミュニティが再編成されようとし
ている。本研究では、こうした動きの一つの
事例として、コモロ諸島からフランスのマル
セイユに移住した移民と故郷村との関係を
対象とし、フィールドワークによる調査資料
に基づき、人々の日常的実践からトランスナ
ショナルな共同性が構成される仕組みにつ
いて捉えようとしてきた。本研究で明らかに
したのは下記の点である。 
 
①コモロ諸島のグランドコモロ島および

モエリ島からフランス・マルセイユ市への移
民の歴史過程 
②移民のライフヒストリーと移民コミュ

ニティへの参与 
③移民によるアソシアシオンの組織化の

過程 
④村の年齢階梯制度に基づく同郷組合の

組織構成とその活動実態 
⑤同郷組合による故郷への援助活動の実

態と故郷村の社会変化 
⑥援助によって結ばれる移民と故郷との

トランスナショナルな紐帯と社会構造の再
編成 
⑦援助による威信競争と新たな社会関係

の登場による変化 
  
以上の諸点について検討することで明らか
となったのは次のことである。 
マルセイユのコモロ系移民（特にグランド

コモロ島からの移民）は、アンダ（Anda）と
いう年齢階梯制度によってきわめて位階的
な社会構造をもつ村（Mdji）に帰属し、その
社会構造に組み込まれており、同郷組合への
参与や援助活動を当然の行為とする文化的
規範を維持している。それによって、同郷組
合の活動を通じて、移民と故郷とは、村の社
会構造に基づいたトランスナショナルな共
同体を形成している。しかし、同郷組合によ
る新たな「援助文化」の創造は、援助活動へ
の寄与による威信をめぐる競合関係を生み
出し、年齢階梯制度による社会構造にそぐわ
ない新たな地位関係を登場させることで、共
同体に変化をもたらす現象も見られるよう
になってきている。 
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